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   Urinary amikacin concentration was determined in 9 patients with severely unilateral ureteral 
obstruction. 
   Serum levels were within the normal range. The avarage concentration of amikacin in the urine 
from obstructed urinary tract was 118.9 mcg/ml 6 hours after 100 mg amikacin iv infusion. Urine con-
centration from the normal kidney was 155.9 mcg/ml at the first 2 hours after intravenous infusion, 
98.8 at the second 2 hours 83.3 at the third 2 hours. 
   Urinary amikacin excretion from severely obstructed urinary tract was about one third of the total 
excretion from a normal system. 
   In summary, the urinary level in severely obstructed urinary tract after iv infusion of 100 mg 
amikacin may be enough prophylactically. But at the onset of infection in severely obstructed urinary 
tract, the administration of at least 200 mg amikacin intravenously is required. 


















































































1)血 中 濃 度:静 豚 注 射後30分で8.8±1.omcg/m1
と最 高 値 を示 し,漸 次 減 少 し,6時 間 後 は0.9±O.7
mcg!m1であ った(Table4,Fig.1).
2)尿 中 濃 度:正 常尿 中 濃 度 は 各2時 間 尿 中 そ れ ぞ
れ,155.9±45.4mcg/m1,98。8±35.6mcg!ml,83.3
±33.8mcg/mlであ った.閉 塞 腎 孟 尿 中 濃度 は118.9
±52,3mcg/mlであ った(Table5,Fig.2).
3)尿 中 回収 率:正 常 腎 か ら47・2±6.2%,閉塞腎



























































































































































































































由 崎 ・ほか:偏 側 閉 塞 腎 ・ア ミカ シ ン
203040μ9/mlX15










教室の加藤 ら5)はア ミカシン100mg点 滴 静注に
よる血中濃度は点滴終了時(点滴開始後30分)で10.2
mcg/m1と最高濃度を示 し,以後漸減して5時間後で



















測 定 値 は100mgiv時 の血 中濃 度 と して 評価 し うる
もの と考 え る,ま た,測 定 法 の差 異 の影 響 もな い よ う
に 思わ れ る.
ア ミカ シ ソの一 般 細 菌 に 対 す るMICは 諸 家 の報 告
に よ る と,E,coliに対 して は1.56～6.25mcg/m正,
PseudomonasaeruginosaO.78～3.13,Proteus群
3・13,Klebsiellao.78～3.王3mcg/mlを示 し,GM,
DKBに 対 して は 同様 も し くは 若 干 劣 るが,KMよ
りや や優 れ て い る と され て い る9-"15).した が って100
mg静 注に よる血 中 濃 度 はgramnegativeorgan-
ismのMICを うわ まわ り,投 与量 と して は 問 題 は
な い.
臓 器 内濃 度 は石 山 ら16)によれ ばSD系 ラ ッ トに ア
ミカ シ ン20mg/kgを 筋 注 し,腎 組 織 内濃 度 は30分
後75mcg/9,1時間 後721ncg/9,6時間 後 で31.5
mcg/gと報 告 され,さ らに 長 時 間 にわ た っ て高 い 濃
度 を維 持 し,し か も皮 質に 蓄 積 し,過 剰 な連 続 投 与 に
よっ て 飽 和 濃 度 に 達 っす る ま で 上 昇す る と 述 べ てい
る.こ の事 実 は 腎 孟 腎炎 の治 療 に 有 利 な面 で も あ り,
同時 に 臓 器 毒 性 に は 不利 な面 で もあ る.Lillieら17>は
偏 側 閉 塞 腎 を 作製 して,GMを 投 与 し腎 毒 性 を 検 討
した 結 果,閉 塞 腎 に対 す る薬 剤 の 毒 性 は正 常 腎 に 対 し
て よ り強 か った こ とを 示 して,corticalproximal
tubuleへの高 濃 度 の 排 泄 と 腎 血 流 の低 下 に よる尿 流
の減 少 に よ る と推i論して い る.今 回 は臓 器 内濃 度 は 検
討 して いな い が,閉 塞 腎孟 開 放 時 の 尿採 取 の時 に 尿 細
管 腔 に 滞 留 して い る ア ミカ シ ンが 腎 孟 内 に流 出 し,実
際 の 腎孟 尿 中 濃 度 よ り高 値 を 示 して い る 可 能 性 は あ
る。
3.尿 中 濃 度
尿 中 回 収 率 は 健 常成 人 を対 象 と して6～8時 間 で55
～70%の 報 告 が 多 い13-'15).単 腎 者 で は 正 常に 比 較 す
る とTOBで 約10%の 排 泄 低 下 が み ら敦17),腎機 能
に 応 じて減 少 す る よ うで あ る.い っぼ う,腎 機 能低 下
に と も ない,排 泄遅 延 に よる高 い 血 中 濃 度 が有 意 に 検
出 され,腎 へ の 蓄積 が 聞題 に な る18).
わ れ わ れ の 症例 で はGcrは50～ フOml/minで健
側 か ら の排 泄 量 は 平 均0～2時 間28.3±3.4mg,2
～4時 間9.6±3・6mg,4～6時 間9.3±3.5mgで
tota147%の回 収 率 で,加 藤 ら5)の報 告 した54.3%と
比 較 す る と13%の低 値 を示 した.
閉 塞 腎 へ の 薬 剤排 泄 は臨 床 上 きわ め て 興 味 が あ る と
ころ で あ る.完 全 閉 塞 腎に お いて,腎 孟 内 の尿 はわ ず
か な が らの糸 球体 濾 過 に よる流 入 と尿 管 以外 の経 路 で
腎孟 外 に 脱 出 す る こ とに よ り,絶 え ず 流 動 して い る







みられるが,ま もなく内圧はplateauにな り,血 流
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